
平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９( １ )

齊

藤

次

男

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
明
る
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
運
営
に
際
し
ま
し
て
、
多
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
の
進
展
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
家
族
同
士
や

地
域
で
支
え
あ
う
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
と
い
え
ば
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
な

ど
の
対
象
者
ご
と
に
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
来
の
福
祉
と
は
分
野
を
超
え
た
包
括
的
な
も
の
で
あ
り
、

地
域
社
会
で
担
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
が
適
切
に

連
携
し
、
地
域
全
体
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
、
み
ん
な

が
共
存
す
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
福
祉
や
災
害
を
語
る
時
な
ど
に
よ
く

使
わ
れ
ま
す
が
、
言
葉
の
意
味
と
し
て
、

「
自
助
」
、
町
民
自
身
が
行
う
こ
と
（
町
に
住
む
一
人
ひ

と
り
が
行
う
こ
と
）
。

「
共
助
」
、
町
民
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
（
自
分
だ
け
で

は
解
決
や
行
う
こ
と
が
困
難
な
こ
と
に

つ
い
て
、
周
囲
や
地
域
が
協
力
し
て
行

う
こ
と
）
。

「
公
助
」
、
公
的
機
関
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
（
地
域
や
仲
間
の
力
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
）
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
少
子
・
高

齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、

本
来
、
地
域
や
家
庭
が
持
っ
て
い
た

「
共
助
」
の
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
「
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
」
「
一
人

で
で
き
な
い
こ
と
は
地
域
や
仲
間
、
そ

し
て
み
ん
な
で
」
と
い
う
気
持
ち
の
も
と
に
、
互
い
に
助
け

合
い
、
心
豊
か
に
す
ご
せ
る
奥
多
摩
町
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
理
解
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

社
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福
祉
法
人

奥
多
摩
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協
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11
月
20
日
（
土
）
、
福
祉
会
館
一
階
集
会
室
で
、

第
38
回
の
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
多
く
の
住
民
の
方
々
に
社
会
福
祉

の
啓
発
と
、
福
祉
事
業
へ
の
ご
理
解
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
く
為
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
福
祉
保
健
課
長
、
町
議
会
副
議
長
、

自
治
会
連
合
会
副
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓

の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、
高
額
な
ご
芳
志
を
寄
せ
ら

れ
た
方
々
、
永
年
継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
退

任
さ
れ
た
評
議
員
の
方
々
、
永
年
勤
続
の
理
事
（
19

名
）
に
、
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
中
に
結
婚
50
年
の
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
25
組
の
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
お
祝

い
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
道
芸
と
し

て
「
朱
仙
」
さ
ん
に
よ
る
江
戸
太
神
楽
、
「
梅
の
会
」

さ
ん
に
よ
る
獅
子
舞
が
行
わ
れ
、
笑
い
の
絶
え
な
い
、

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
表
彰
状
贈
呈
者
》

◎
高
額
寄
付
者
（
１
名
）

木
村

圭

様

《
感
謝
状
贈
呈
者
》

（
順
不
同
）

◎
高
額
寄
付
者
（
７
名
）

石
田

光
正
・
恭
子

様

藤
野

光
雄
・
タ
マ
ヱ

様

小
澤

元
一

様

中
村

悟

様

片
倉

和
彦

様

岡
部

実

様

原
島

敏
雄

様

◎
継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
７
名
）

扇
隆
会

須
﨑
千
登
瀬

様

杉
の
実
会

清
水

金
三

様

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

礒
部

信
子

様

奥
多
摩
奉
仕
会

岡
部
美
枝
子

様

由
美
之
会

舩
木
久
美
子

様

食
事
サ
ー
ビ
ス
か
た
く
り
の
会

山
本

二
三

様

大
澤
五
百
子

様

◎
退
任
評
議
員
（
３
名
）

堀
口

久
雄

様

須
崎

眞

様

小
峰

榮
次

様

◎
永
年
勤
続
役
員
（
1
名
）

齊
藤

次
男

様

（
挨
拶
を
す
る
大
舘
会
長
）
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《
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

25
組
》

（
順
不
同
）

榎
戸

繁
・
ミ
ツ
ヱ
様
（
大
丹
波
）

須
﨑

澄
雄
・
房
子

様
（
大
丹
波
）

新
島

房
男
・
美
津
江
様
（
梅

沢
）

佐
久
間
庫
太
・
ツ
ネ

様
（
丹
三
郎
）

加
藤

房
一
・
孝
子

様
（
小
丹
波
）

小
林

正
俊
・
千
代
子
様
（
小
丹
波
）

清
水

兼
吉
・
和
子

様
（
小
丹
波
）

加
藤

正
昭
・
チ
エ

様
（
棚

沢
）

福
島

勤
・
八
重

様
（
棚

沢
）

竹
内

説
男
・
イ
ト
子
様
（
大
氷
川
）

伊
藤

文
男
・
芳
子

様
（
長

畑
）

岡
部

唯
雄
・
和
子

様
（
常

磐
）

小
峰

弘
市
・
ミ
チ
ヱ
様
（
栃
久
保
）

吉
田
騏
一
郎
・
登
喜
子
様
（
栃
久
保
）

原
島

良
男
・
よ
し
子
様
（
栃
久
保
）

栃
元

悦
司
・
房
子

様
（
栃
久
保
）

村
木

文
雄
・

政

様
（
栃
久
保
）

▲ 金婚者記念品贈呈 (左)大舘会長 (右)加藤房一・孝子
さんご夫婦

▲感謝状贈呈者、金婚者、来賓、社協役員との記念撮影

田
中
賢
次
郎
・
シ
ズ
子
様
（
栃
久
保
）

小
川

達
雄
・
清
子

様
（
海

沢
）

長
尾

重
治
・
チ
エ
子
様
（
海

沢
）

長
谷
見
勝
雄
・
二
千
枝
様
（
海

沢
）

岡
部

幸
雄
・
ミ
ネ
子
様
（
川

野
）

吉
野

忠
利
・
ナ
ヲ

様
（
川

野
）

松
原

太
郎
・
和
泉

様
（
川

野
）

柴
田

利
文
・
南
枝

様
（
留

浦
）
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毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
を
は
じ
め
、
会
社
・
商
店
・
事
業
所
・
職
場
の
グ
ル
ー
プ
・
各
種
団
体
等
、
多
数
の
方
々

か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

１．自治会を通じての募金

自治会名 件 数 募金額（円） 自治会名 件 数 募金額（円）

川 井 142 159,706 栃久保 140 117,000

大丹波 128 104,669 大 沢 24 7,300

梅 沢 52 56,500 日 原 48 40,300

丹三郎 68 68,600 海 沢 129 94,500

小丹波 277 326,100 境 51 54,000

棚 沢 171 138,476 中 山 34 29,200

白 丸 49 45,850 原 27 25,000

大氷川 143 147,175 川 野 19 26,500

常 磐 88 113,800 留 浦 11 26,800

長 畑 72 55,500 峰 谷 45 70,000

南氷川 78 118,500 合 計 1,796 1,825,476

２．社会福祉協議会窓口扱いの募金

区 分 件 数 金 額（円）

事業所・団体 ６４ ９９９，３７９

個 人 １７ １３３，８２３

合 計 ８１ １，１３３，２０２

五
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
募
金

順
不
同
・
敬
称
略

■
川

井

佐
々
木
正
一

竹
内
和
子

中
村

猛

師
岡
清
子

澤
本

久

河
村
恵
美
子

大
野
設
備
工
業
所

中
村
建
築

㈲
原
島
石
油
店

水
香
園

■
大
丹
波

須
崎
正
子

㈲
獅
子
口
屋

中
茶
屋
キ
ャ
ン
プ
場

■
梅

沢

浜
野
国
雄

㈲
師
岡
建
材

奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会

■
丹
三
郎

澤
本
春
代

澤
本
和
容

㈲
河
村
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈲
一
心
亭

㈱
城
西
製
作
所

㈲
小
林
石
油

水
墨
画
墨
彩
会

■
小
丹
波

安
藤
精
一

石
田
充
法

村
木
順
一

柴
田
昌
司

師
岡
さ
と
子

師
岡
将
夫

原
島
水
江

間
野
田
輝
昌

㈱
昭
和
石
材
工
業
所

弘
美
堂

佐
久
間
建
設
㈱

古
里
食
糧
販
売
所

朝
日
運
輸
㈲

朝
日
建
設
㈱

木
の
家

㈲
ス
ト
ア
ー
さ
か
も
と

丹
叟
院

佐
久
間
建
設
㈱
職
員
一
同

古
里
保
育
園
職
員
一
同

コ
ー
ル
や
ま
ぶ
き

平成２３年１月１４日現在

平
成
23
年
１
月
14
日
現
在

募金合計 １， ８７７件 ２， ９５８， ６ ７ ８円
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■
栃
久
保

村
木
洋
一

宇
佐
美
隆
子

周
慶
院

国
民
宿
舎
観
光
荘

安
下
処

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

奥
多
摩
奉
仕
会

コ
ス
モ
ス
の
会

■
大

沢

大
野
照
夫

■
日

原

大
舘

眞

や
ま
ゆ
り
会

■
南
氷
川

木
村

圭

川
辺
キ
ン

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
㈲
清
月
堂

㈱
原
新

㈱
佐
藤
商
店

㈲
森
田
屋

㈱
三
河
屋
旅
館

㈲
若
松
屋

荒
澤
屋
旅
館

南
氷
川
食
糧
販
売
所

㈲
田
中
屋
洋
品
店

石
田
会
計
事
務
所

農
家
ヘ
ム
ロ
ッ
ク

㈲
三
共
堂
薬
局

㈲
石
井
回
春
堂
薬
局

氷
川
保
育
園
職
員
一
同

奥
多
摩
手
話
サ
ー
ク
ル
も
み
じ

■
常

磐

奥
平
勝
蔵

河
村
光
春

小
林
冨
士
江

杉
村
誠
二

小
澤
賀
雄

㈲
塩
野
産
業

㈲
井
登
屋
商
店

㈲
小
作
商
店

㈲
奥
多
摩
モ
ー
タ
ー
ス

す
ず
ら
ん
美
容
室

小
澤
茸
セ
ン
タ
ー

琴
清
苑
職
員
親
和
会

㈶
氷
川
保
善
会

扇
和
会

由
美
之
会

慈
眼
寺

奥
多
摩
民
舞
謡
連
盟

■
境岡

部
栄
治

岡
部
益
雄

島
崎
武
雄

■
棚

沢

神
田
幸
雄

原
島

勇

若
林

蕃

若
林
み
よ

清
水
土
木
建
設
㈱

棚
沢
杉
の
実
会

■
白

丸

大
澤
五
百
子

森
谷
英
雄

浅
見
奉
功

■
海

沢

堀
口
光
代

山
下
更
正

奥
多
摩
霊
園

マ
ウ
ナ
・
ラ
ニ

寿
楽
荘
職
員
一
同

双
葉
会
診
療
所

双
葉
会
診
療
所
職
員
一
同

東
京
多
摩
学
園
職
員
一
同

朋
友
会
海
沢
書
道
教
室

■
長

畑

杉
山
金
三

杉
山

初

㈱
山
城
屋

岳
心
流
吟
詠
教
室

消
防
Ｏ
Ｂ
六
〇
会

■
大
氷
川

大
野

尚

宇
佐
美
健
治

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

ス
ー
パ
ー
小
川

荒
井
印
刷
所

幸
楽

高
橋
歯
科
医
院

㈲
鈴
木
電
気
商
会

杉
浦
建
設

清
水
建
築

㈲
寿
々
喜
家

大
氷
川
食
糧
販
売
所

伸
光
印
刷
所

㈲
長
田
工
務
店

氷
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

小
峰
電
気
管
理
事
務
所

ヨ
ー
ガ
教
室

奥
多
摩
町

奥
多
摩
町
三
役
会

奥
多
摩
町
課
長
会

奥
多
摩
町
係
長
会

奥
多
摩
町
職
員
組
合

大
氷
川
大
寿
会

奥
多
摩
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

奥
多
摩
町
社
協
職
員
一
同

細
谷
更
次

山
染
紡

■
中

山

望
田

豊

■
峰

谷

河
村
昉
可

大
野
利
明

清
水
善
太
郎

峰
谷
建
設
㈱

福
次
商
店

■
川

野

本
沢
陽
一
郎

■
留

浦

島
崎
軍
治

㈲
た
ち
ば
な
建
材

■
町

外

小
澤

大

■
匿

名

２
件

募
金
の
配
分
は
、
民
生
委
員
さ
ん
と
自
治
会
長
さ
ん
が
協
議
を

し
て
対
象
世
帯
を
調
査
し
、
そ
の
調
査
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
12

月
22
日
に
福
祉
会
館
で
行
い
ま
し
た
配
分
委
員
会
（
町
長
、
町
議

会
議
長
、
社
会
福
祉
委
員
［
民
生
委
員
23
名
］
、
社
協
正
副
会
長
、

社
協
理
事
［
１
名
］
、
福
祉
保
健
課
長
）
で
次
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
費
は
、
共
同
募
金
会
へ
納
入
し
、
次
年
度
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
配
分
さ
れ
、
地
域
福
祉
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

<内容及び金額>

○援助を必要とするご家庭
２７世帯（５１名）へ

６５１，０００円

○事務費
郵券代、チラシ代等

７３，６６５円

○平成２３年度地域福祉活動費
福祉機器貸出事業、ボランティア事業等

２，２３４，０１３円

募

金

の

配

分

先

の

決

定



平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

9月29日 10,000円
第３回フラダンス発表会が
成功した事を祝って

海沢611
アロハプアアラ小川
小川清子

10月 1日 30,000円 福祉のために 丹三郎260 原島 実

10月21日 239,311円
第13回ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ大会ﾁｬﾘﾃｨｰ
募金を福祉のために

第１３回奥多摩町民ﾁｬﾘ
ﾃｨｰｺﾞﾙﾌ大会実行委員会

10月25日 19,800円 福祉のために
青梅交通安全協会第10
支部有志

10月26日 49,000円
文化芸術展チャリティー売
上金を福祉のために

小丹波880
奥多摩町文化団体連盟
会長 新島 勲

10月30日 41,000円
臨時バザー売上金の一部を
福祉のために

ボランティアセンター
おくたま運営委員会

11月 1日 100,000円
８５歳を記念して福祉のた
めに

川井193 藤野キミ

11月 1日 6,000円 福祉のために
すずらん美容室お客様
有志一同

11月 4日 100,000円
亡妻、ヒサ様の葬祭費の一
部を福祉のために

丹三郎123 森田武男

11月 5日 50,000円 福祉のために 大丹波561 須﨑澄雄・房子

11月 8日 1,217円 小銭を貯めて福祉へ 匿 名

11月 8日 18,000円
創立60周年記念ゴルフ大会
のチャリティー金を福祉へ

青梅法人会

11月20日 100,000円 福祉のために 川井153 中村 悟

11月22日 100,000円
金婚を記念して福祉のため
に

小丹波166 加藤房一・孝子

11月24日 10,000円 福祉のために 海沢822-6 長谷見二千枝

11月26日 1,640円 福祉のために 匿 名

11月29日 30,000円 福祉のために 氷川807 岡部唯雄

12月 3日 10,000円 福祉のために 梅沢77-3 浜野 悟

平 成 2 ２ 年 ９ 月 2 ９ 日 ～ 平 成 ２ ３ 年 １ 月 １ 2 日 ( 敬 称 略 )



平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９( ７ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

12月 8日 10,000円
車イスを借りたお礼として
福祉のために

大丹波859 原島幸枝

12月14日 2,778円
昔道、道所牛頭観音他、地
蔵様のお賽銭を福祉へ

匿 名

12月22日 20,000円
90歳の長寿を記念して福祉
のために

海沢734 浅見タケ

12月22日 1,000円 小銭を貯めて福祉のために 海沢734 浅見タケ

12月22日 1,064円 小銭を貯めて福祉のために 匿 名

12月24日 100,000円
亡父、六之助様の生前謝意
として

海沢807 木村裕三

12月24日 100,000円 福祉のために 氷川1445-2 片倉和彦

1月 5日 6,123円 元旦祭募金を福祉のために 氷川166
江戸神輿保存会
三杉會

1月 5日 5,000円
ポータブルトイレを借りた
お礼として

匿 名

1月12日 50,000円
亡父、宮蔵様の生前謝意と
して福祉のために

海沢473 村木冨士雄

月 日 品 物・数 量 住 所 氏 名

10月 1日 グラス 36個 氷川1389 農家ヘムロック

10月 8日 紙オムツ 2袋 匿 名

10月 8日 トマト 700ｇ ピーマン2㎏ 氷川1225 小林冨士江

10月25日 浴衣 6着 小丹波478-1 原島数枝

11月 2日 歩行器 1台 小丹波217 宮田敏子

11月10日 点字盤 1台 大丹波642-2 須﨑葉子

12月 6日 クリスマス用飾り物一式(グッズ） 小丹波507-3 小澤福治

12月17日 生活支援用1ﾓｰﾀｰベット一式
財団法人郵政福祉東京
地方本部

1月11日 紙オムツ 8箱 大丹波564 須﨑 實



平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９( ８ )

佐

藤

泰

信

氏

小

澤

大

氏

東
京
都
知
事

感
謝
状

受
賞

去
る
12
月
21
日
、
東
京
都
庁
で
開
催
さ
れ
た
第

59
回
東
京
都
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
佐
藤
泰

信
副
会
長
、
小
澤
大
理
事
の
両
氏
が
、
永
年
に
わ

た
り
当
法
人
の
役
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、

社
会
福
祉
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
東
京
都
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲佐藤 泰信 氏

▲小澤 大 氏

本
会
理
事
・
評
議
員
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に

次
の
方
々
が
評
議
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

評
議
員
の
就
任

小
峰

和
子

島
﨑

美
佐
子

森
田

美
都
子

任
期

平
成
23
年
１
月
20
日

～
平
成
23
年
6
月
2
日

理
事
の
退
任

堀
口

光
代

退
任
年
月
日

平
成
22
年
11
月
30
日

評
議
員
の
退
任

原
島

一
夫

清
水

葉
子

大
澤

五
百
子

退
任
年
月
日

平
成
22
年
11
月
30
日

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

岸

靖
友

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

退
職
年
月
日

平
成
22
年
12
月
31
日

河
村
文
夫

町
長

日
本
赤
十
字
社

銀
色
有
功
章

受
賞

去
る
10
月
７
日
、
明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ

た
平
成
22
年
度
東
京
都
赤
十
字
大
会
に
お
い
て
、

河
村
文
夫
町
長
が
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

西
多
摩
地
区
奥
多
摩
町
分
区
長
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
赤
十
字
事
業
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
銀
色
有
功
章

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

～
使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

収
集
の
中
止
に
つ
い
て
～

日
頃
よ
り
使
用
済
み
切
手
、
カ
ー
ド
類
の

収
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在
、
使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

（
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
・
ク
オ
カ
ー
ド
等
）

の
換
金
を
し
て
く
れ
る
業
者
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
た
め
、
ど
の
団
体
も
収
集
を
終
了
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
当
会
で

も
こ
れ
ま
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
収
集
を
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
済
み
切
手
は
引
き
続
き
取
扱
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
う
え
、
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ



平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９( ９ )

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
思
い
や

り
の
募
金
活
動
で
す
。

募
金
は
全
額
、
東
京
都
共
同
募
金
会
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成２２年度 赤い羽根共同募金自治会別等の集計

自治会名 件 数 金 額 大 沢 29件 6,350円

川 井 150件 91,400円 日 原 51件 31,800円

大 丹 波 133件 73,865円 海 沢 130件 83,900円

梅 沢 53件 33,400円 境 49件 33,000円

丹 三 郎 70件 33,900円 中 山 33件 25,850円

小 丹 波 315件 111,500円 原 28件 19,700円

棚 沢 179件 105,100円 川 野 20件 18,000円

白 丸 49件 17,413円 留 浦 13件 9,300円

大 氷 川 161件 95,500円 峰 谷 46件 26,500円

常 磐 99件 60,300円 自治会合計 1,893件 1,042,778円

長 畑 72件 41,800円 窓口募金 4件 4,768円

南 氷 川 84件 52,000円 役場職員 1件 7,310円

栃 久 保 129件 72,200円 合 計 1,898件 1,054,856円

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
奥
多
摩
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
去
る
10
月
21
日
、
飯
能
く
す
の
樹
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
13
回
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
時

折
小
雨
の
降
る
天
候
で
し
た
が
、
１
３
６
名
の
多
数
の
方
々

が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
２
３
９
，
３
１
１

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
町
内
の
福
祉
事
業
に
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(左・原島実行委員長 右・大舘会長)



平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９( １０ )

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
寿
楽
荘
・
東
京
多
摩
学

園
主
催
に
よ
る
第
30
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

去
る
10
月
６
日
に
寿
楽
荘
前
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
不
順
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
に

よ
り
、
５
年
連
続
で
中
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

午
前
10
時
30
分
か
ら
競
技
が
始
ま
り
、
大
玉
こ
ろ
が

し
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、
け
つ
圧
ゲ
ー
ム
、
パ
ン
食
い

競
争
な
ど
14
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
会
員
と
そ
の
家
族
、
寿

楽
荘
・
幸
房
の
家
の
入
所
の
方
々
、
東
京
多
摩
学
園
の

園
生
、
氷
川
保
育
園
児
、
町
職
員
、
町
体
育
協
会
等
各

関
係
諸
団
体
並

び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
な
ど
、

約
２
５
０
名
が

参
加
し
、
笑
顔

の
絶
え
な
い
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
を
心

よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
親
睦
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

懇
談
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

会
費
…
年
額
１
，
０
０
０
円

※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局

財
団
法
人
郵
政
福
祉
東
京
地
方
本
部
様
よ
り
、
公

益
事
業
施
策
の
一
環
と
し
て
、
去
る
12
月
17
日
に
電

動
式
介
護
用
ベ
ッ
ド
１
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
ベ
ッ
ド
は
、
介
護
機
器
の

無
料
貸
出
事
業
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貴
重
な
ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で
一
時
的
に
介

護
機
器
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
、
無
料
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
し
、
回
収
の
運
搬
は
職

員
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
貸
出
し
期
間
は
原
則
６
ヶ

月
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
期
間
の
延

長
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

貸
出
し
機
器
等

介
護
ベ
ッ
ド

車
い
す

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

エ
ア
ー
マ
ッ
ト

▲大玉ころがし

▲鈴割り



平成２３年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６９

 

 

 

 

 

 

( １１ )

地 域 福 祉 権 利 擁 護 事 業 と は

認知症高齢者や知的・精神障がい者の方（判断能力が不十分な方）が、住み慣れた地域にお

いて自立した生活ができるよう、「福祉サービスの利用援助」や「日常的金銭管理」などの支

援をおこなう事業です。

①福祉サービス利用援助 ♣福祉サービスについての情報提供・助言をし

ます。

♣福祉サービスを利用するときの手続きのお手

伝いをします。

♣福祉サービスの利用料の支払いの手続きのお

手伝いをします。

♣福祉サービスについての苦情解決制度を利用

する手続きのお手伝いをします。

こ ん な と き に こんなお手伝いをします

♣どんな福祉サービスがあるか

知りたい。

♣福祉サービスの利用するとき

の手続きがわからない。

♦年金や福祉手当などの受領に必要な手続きの

お手伝いをします。

♦医療費、家賃、公共料金などの支払いの手続

きのお手伝いをします。

♦日常生活に必要な預貯金の払い戻し、預け入

れや解約手続きのお手伝いをします。

♠年金証書、預貯金の通帳、印鑑、権利書など

大事な書類をお預かりします。

※宝石、骨董品、書画、鍵などはお預かり

できません。

♦公共料金、家賃などの支払いが

一人ではできない。

♦預貯金の払い出しができない。

♠通帳や印鑑をどこに置いたか忘

れてしまう。

♠大事な書類の保管が不安だ。

援 助 内 容 料 金

①福祉サービスの利用援助 1回1時間まで、1,000円

（1時間を超えた場合は、30分までごとに

500円を加算いたします）
②日常的金銭管理サービス 通帳をご本人が管理

される場合

通帳をお預かりする

場合

1回1時間まで、2,500円

（1時間を超えた場合は、30分までごとに

500円を加算いたします）

③書類等の預かりサービス 1ヵ月 1,000円

利 用 料 金 は

②日常的金銭管理サービス

③書類等の預かりサービス
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〒198-0212 西多摩郡奥多摩町氷川1,111

電 話 0428-83-2761 FAX 0428-83-2774

E-mail:zaitaku@okusyakyo.or.jp

高齢者在宅サービスセンターでは、この１７日・

１８日に餅つきを行いました。

杵と臼は、古里保育園から小型の物を借用し、

利用者の皆様にペッタン、ペッタンとお餅をつい

ていただきました。餅つきが始まると利用者の皆

様は手馴れたもので、かけ声に合わせ見事な腕前

を披露してくださいました。

つきあがったお餅は、食べやすい大きさに手で

丸めるのですが、手に付いてしまいこれがなかな

か丸くなりません。和やかな雰囲気の中、丸くし

たお餅は、辛味の大根おろしと甘味のお汁粉にし

ていただきました。

▲利用者と職員で力を合わせて！

▲かけ声に合わせて「ヨイショ！」 ▲みんなで美味しくいただきました
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第３８回奥多摩町福祉大会において、社会福祉
協議会、ボランティア団体から推薦された方々７
名がボランティア表彰を受賞されました。

今回の受賞は、５年以上継続して各地域の清掃
活動や福祉施設などにおいてボランティア活動を
行い、その功績が顕著と認められたものです。

改めて皆様のご尽力に敬意と感謝申上げます。
感謝状受賞者は，次の方々です。

ボランティア養成事業の一環として平成７年度から毎年開催している手話講習会は１６年目を迎え、
今年度は１３名が受講されました。
初級コース（５名）、中級コース（３名）、上級コース（５名）に分かれて手話を学びました。
初級コースは、指文字で五十音を覚えるところからスタートし、自己紹介や簡単なあいさつなどを

学びました。中級コースは、昨年学んだことの復習や、身近な単語などを学びました。上級コースは、
講師の先生との日常会話が中心で、より実践的な内容となりました。
６月から半年間（１５回）の講習会に通われた受講

生の皆さんが、最後に一人ひとり感想を手話で述べら
れ、和やかな雰囲気の修了式となりました。
講習会に参加された皆さん、大変お疲れさまでした。

来年度も、計画したいと思いますので多くの方のご参
加をお待ちしております。
講師の片倉和彦さん、榎戸順子さん、中西美千代さ

んご協力ありがとうございました。

ボ ラ ン テ ィ ア 通 信
ボランティア・センターおくたま

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
〒198-0212奥多摩町氷川199

（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
電 話:(0428)83-3855
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

Ｎｏ．65
開所時間

月曜～金曜

午前8時30分～

午後5時30分

清水金三さん（杉 の 実 会）
礒部信子さん（栃久保ママさんクラブ）

岡部美枝子さん（奥 多 摩 奉 仕 会）

山本二三さん（食事サービスかたくりの会）

舩木久美子さん（由 美 之 会）
須﨑千登瀬さん（扇 隆 会）

大澤五百子さん

～サークル活動も行っています～
「奥多摩手話サークル もみじ」
○活動日時：毎月第３木曜日 午後７時
○会場：福祉会館 ボランティアセンター
講習会に参加したことのない人でも、手話に
興味がある方、入会してみませんか？
代表：片倉和彦 TEL 83‐8030

▲ 右・栃久保ママさんクラブ 礒部信子さん ▲ 福祉大会
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ボランティア養成事業の一環として平成１９年度から毎
年開催している点字講習会は４年目を迎え、今年度は８名
が受講されました。
今年度は初級コース（５名）と中級コース（３名）に分

かれて点字を学習しました。
初級コースは、五十音や数字などを実際に点字器で打っ

て覚え、次に身近な単語や分かち書きを学びました。講習
会が終了する頃には、絵本を点訳できるようになるほど、
上達されました。
中級コースは過去に受講された方々で、絵本や歴史本な

どの点訳を中心に学び、１人で何冊も点訳するなど、その
熱心さには驚かされました。
講習会に参加された皆さん、大変お疲れさまでした。
来年度も、計画したいと思いますので多くの方のご参加

をお待ちしております。
講師の須﨑葉子さん、沢本清美さんご協力ありがとうご

ざいました。

～サークル活動も行っています～
「奥多摩点字サークル てん点」

活動日時：毎月第２水曜日 午後７時
会場：福祉会館 ボランティアセンター
講習会に参加したことのない人でも、点
字に興味がある方、入会してみませんか？
代表：沢本清美
問い合わせ：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ｾﾝﾀｰおくたま

皆様からお寄せいただいている使用済み切手（写真）をスタンプ業
者で換金しました。換金後は、地域福祉事業の財源として活用させて
いただきます。（今回の収集には１年半を要しております。）
・使用済み切手 １０．４ｋｇ ６，２４０円

ボランティア保険は、年度途中に加入された方も補償期間は３月３１日までとなり、
４月から新たに保険の加入が必要となります。
現在、ボランティア保険に加入されている方、これからボランティア活動を

はじめようと思っている方は「ボランティア・センターおくたま」までご連絡
をお願いします。
ボランティア団体に登録されている方は、各団体の代表者に取りまとめを依

頼いたしますので、各代表者へご連絡して下さい。「ボランティア・センター
おくたま」にボランティア登録されている方の保険料は、社会福祉協議会で負
担いたします。（年間保険料３００円コースに限る）

平成２２年度加入状況

団体 15団体 211人

個人 76人

合計 15団体 287人

～１月１7日まで

《使 用 済 切 手 ・ テ レ カ》
町 住 民 課 様 鈴 木 ア ツ 子 様 栃 久 保 マ マ さ ん ク ラ ブ 様
か も ん み ー る 様 奥多摩さかな養殖センター 様 保 健 福 祉 セ ン タ ー 様
金 子 敏 子 様 奥 森 ハ ウ ス ㈱ 様 盛 田 正 輝 様
加 藤 よ し 子 様 大 澤 五 百 子 様 奥 多 摩 工 業 ㈱ 様

市 川 晃 様 町 議 会 事 務 局 様 奥多摩町観光案内所 様

ト ミ ヨ 会 様 岡 部 ミ ネ 子 様 下 田 時 治 様

M ＆ C 軽 体 操 様 天 野 さ き 様 町 教 育 委 員 会 様

小 林 冨 士 江 様 澤 本 和 容 様 窪田理容美容専門学校 様

原 島 た い 子 様 大 野 利 明 様 奥 多 摩 ス キ ー ク ラ ブ 様

青 梅 信 用 金 庫
経 営 管 理 部

様
奥 多 摩 湖 愛 護 会
職 員 一 同

様 匿 名 ６ 件

▲講師と受講生の皆さん


